
福祉懇談会（新津東部地区） 

 

日時：令和６年５月１６日（木）10:00～11:00 

会場：新津地区勤労青少年ホーム 

出席者 

新津東部地区社協  古川会長、中野副会長 

新津東部地区民児協 小林会長、木津副会長、馬場副会長 

包括にいつ日宝町  吉川様 

秋葉区社協     横山事務局長補佐、熨斗、小林、米山 

 

  課題・具体的な取り組み（現況） R６年度の取り組み 備考 

高
齢
者 

居
場
所 

＊サロンの現状 

□草水町 

・今あるサロンを継続して行っている。 

・参加者は 60代～80代。 

・自分で来られる人が参加している。 

・たかつぼの会は移動支援を行っている。 

・なかなか新しい人が入ってこない。 

□北上 

・サロンが解散した。サロンに足を運ばなくてもできる

ことはある。サロンで行った内容を伝え、心理的な交

流を図っている。民生委員がつなぎ役となってやって

いる。それも一つのサロン参加の形ではないか。 

□新町 

・町内会主体でふれまち委員と連携してサロンを運営し 

ている。 

 

＊サロン運営の工夫 

・やりたいことをやっている。そうしていくと自然と仲

間が増えていくこともある。 

・参加者が少なくなってきているサロンもあるが小規模

■サロンについて継続してやれるこ

とをする。 
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でも続けていくことが大切。なくなってしまうと一か

ら立ち上げることの方が大変。 

・参加者が増えるようサロンの活動内容を魅力あるもの

にすることが大事。ますはサロンに参加したいと思っ

てもらい、次に行く手段について考えた方がよい。 

・今いる人が継続して来られる内容にすることも大切。 

・できる人でやっていくことも大切。 

・歩いてサロンに行かなくても関われるものを考える。 

・年をとると人との交流を煩わしいと思う方もいる。 

・サロンへの送迎について本当に必要としている人がど

のくらいいるのか、困っている地域からニーズ把握を

する必要がある。足があれば行ける人がいる一方で調

査等を行い、大ごとになると行かない人もいる。 

・サロンへの送迎を参加者同士で親切で行っている地域

もあるが、事故で怪我や車の故障が起きた場合が心配

で安易にはできない。 

・区社協の登録ボランティアで送迎等をリードしてでき

ないか。 

・サロンで健康等についての周知や参加することで認知

症を遅らせることにもつながる。 

 

＊サロンの課題 

・参加者、運営者の高齢化や後継者不足 

・元々あるサロンに新規の人が行きにくい。 

・移動手段のない方への対応 

・世代間交流をしたいが、今サロンに参加している世代  

 と若い世代は感覚が違う。（若い世代は世代間交流を

したいとは思っていないかもしれない） 

■今年度の情報交換会について開催

を検討（12月頃予定） 

・内容については、各サロンの活動

のふり返り、移動手段、昨年度開

催の情報交換会における課題等を

検討する。 

 

 

コミ協 

地区社協 

各サロン 

 

 

 

 



 課題・具体的な取り組み（現況） R６年度の取り組み 備考 

見
守
り 

・2年前に行ったアンケート調査の結果から高齢者のみ

の世帯や一人暮らし世帯が増えてきており、除雪や買

い物支援、話し相手の減少、ゴミ出しが大変になって

きているという意見があり、ゴミ屋敷に近い方もい

る。 

・元気な人もいるが、元気でない人もいる。孤立や孤独

を防ぐために見守り活動について考えていく必要が

ある。 

・あいさつ運動が防犯にもつながる。 

・今ある組織（老人クラブ等）の体制を継続していくこ

とが大事。 

 

 

＊歳末ふれあい弁当 

・新町はふれまち委員で弁当を届けており、昨年度は草

水町も実施することができた。 

・飯柳は老人クラブ（43 名）を活用できればできるか

もしれない。 

・金沢町 1,2 丁目は難しいが、3,4 丁目は福祉委員と 

も話を進めている。 

■R4 アンケート調査からの取り組

みを検討。 

・ゴミ出しにおける地域の助け合い

について支え合いのしくみづくり

と連携（ゴミ出しにおける地域の

支え合いについて検討をする） 

・あいさつ運動の実施 

・リーダー研修 

 

 

 

 

 

■歳末ふれあい弁当 

・昨年度に引き続き新町、草水町と

今年度は飯柳、金沢町で実施でき

るか検討を行う。 
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コミ協、地区社協 

コミ協、地区社協 
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自治会・町内会 

多
世
代 

交
流 

・「初夏の新津川遊歩道を歩きましょう！！」は家族で参

加してくれる方もおり、人や地域とつながるよい機会

となっている。 

・毎年約 200名の参加がある。 

■初夏の新津川遊歩道を歩きましょ 

 う！！ 

・継続して実施 

コミ協 

地区社協 
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治
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え
合
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・自治会・町内会ごとの取り組みに助成金を出している

が、申請がない地域もある。 

・すべての活動が支え合いのしくみづくりにつながるよ 

うに活動している。 

■助成金 

・東部地区社協より助成金を出して 

町内ごとの活動を支援していく。 

コミ協 

地区社協 

自治会・町内会 


